
地球流体データベース・解析・可視化
のためののための

サーバー兼デスクトップツール「Gfdnavi」サ バ 兼デスクトップツ ル「Gfdnavi」
の拡張について

西澤誠也1・堀之内武1・渡辺智恵美2武

地球流体電脳倶楽部 他
1. 京都大学

2. お茶の水大学



背景背景
• データの嵐

– どこに どんなデータがあるのか把握するのが困難– どこに、どんなデ タがあるのか把握するのが困難
• 知らない有益なデータが存在する可能性

– 巨大なデータを取得するのがたいへん
• Ｔ級がごろごろ テラステーション持ち運びなんてことも

– データフォーマットがさまざま
b b• NetCDF, NetCDF6, GrADS, Grib, Grib2, HDF‐EOS, NASDAS etc

– 手元の大量のデータを管理するのがたいへん
• ディレクトリ＆ファイル名での管理はそのうち破綻ディレクトリ＆ファイル名での管理はそのうち破綻

• 解析・可視化
– 用途が特殊であり、”使える”汎用＆特化ツールはない用途が特殊であり、 使える 汎用＆特化ツ ルはない
– プログラミングに多くの時間を割かれる

• 遠隔地の研究者との共同研究遠隔地の研究者との共同研究
– ワークショップ・メールなどで議論・意見交換



Gfdnavi とはGfdnavi とは

• 対象は地球流体データ

– 大気・海洋等の数値データ

• デ タ管理・解析・可視化• データ管理・解析・可視化

– データベースでメタ情報を管理

– 数学統計関数の適用

– 図の描画図の描画

• サーバー兼デスクトップ用Webアプリケーション

デ タ 開（ 般 開 グ プ内 開） から– データ公開（一般公開・グループ内公開） から
ローカルユース

– ユーザーはブラウザがあればよい



• 基礎技術

– Dennou‐Ruby puroducts
• 解析可視化ライブラリ・ツール群解析可視化ラ ラリ 群

– RDBMS
• MySQL PostgreSQL SQLite3 etcMySQL, PostgreSQL, SQLite3 etc

– Ruby on Rails
W bアプリケ シ ン開発フレ ムワ ク• Webアプリケーション開発フレームワーク

• RDBMSとの連携

– JavaScript & Ajax
• Webブラウザ上でのＧＵＩ

• シームレスな非同期通信



• 構成

– 外部ファイル

• 科学データ科学デ タ

• 画像

• メタデータ記述ファイルメタデ タ記述ファイル

– RDB
• 外部ファイルから自動抽出したメタデータ• 外部ファイルから自動抽出したメタデ タ

– Webサーバー

同梱(W b i k M l)• 同梱(Webrick or Mongrel)
• Apache

全体を一つのＰＣでも、分散構成でも全体を つのＰＣでも、分散構成でも



• RDBに登録する情報

Grid型格子
取り扱うデータの構成

公開フォルダ 科学データ
ファイル

多次元格子データセット

Swath型格子

group

衛星の

衛星
group

衛
進行方向

Points型格子

attributes

外部メタデ タ

description = “……..”
param1 = value1 Points型格子外部メタデータ

ファイル
param2 = [val21,val22]

ディレクトリー⇒木構造⇒ RDB



スクリーン
ショット集ショット集

ディレクトリ
ツリ 表示ツリー表示

•エクスプローラ
風 リ 表風ツリー表示
•詳細情報表示



キーワード
時空間時空間
検索

•位置の指定•位置の指定
にGoogle Map
利用



統計関数適用
描画

•四則演算・平均
などの数学解析

•折れ線・コン
ター・ベクトル図な
どの描画



• その他の機能
– 作業ヒストリー– 作業ヒストリ

• 解析・可視化のヒストリー表示＆再現

– 図の再現ＵＲＬの取得
• そのＵＲＬにアクセスすると同じ図を表示＆その後パラメータの
調節可能

図の再現用データ＆スクリプトのダウンロード– 図の再現用デ タ＆スクリプトのダウンロ ド
• 描画に必要な最小サイズのデータを自動で切り出し
• 図の整形などが可能

– 作成データ・図のＲＤＢへの登録
• 検索の対象に

ユ ザ グル プ管理– ユーザ・グループ管理
• データベースへの登録権限
• データの公開範囲の指定デ タの公開範囲の指定
• ユーザー定義数学関数の登録

– ヘルプ機能
各 あ を す プ 表• 各場所にある？マークをクリックすることにより、ヘルプの表示



昨年度以降の拡張機能昨年度以降の拡張機能

• 知見情報の付加知見情報の付加

• 高度な絞り込み検索 （一部実装）

• WebサービスＡＰＩ ＆ ワークフロー

• クロスサイト検索 （一部実装）• クロスサイト検索 （一部実装）

• より柔軟なアクセスコントロール （一部実装）



知見情報

知見
0..*

元データへのリンク
双方向検索 数値データ

本文要約表題 図・データ

1 0..1 0..1 0..*

整形・表示本約表 図

0..* (埋込)

整形 表示

解析 ク プ 保持
図 (参照)

解析スクリプトの保持
⇒同じ解析の実行
⇒条件を変えて実行

表題 ｷｬﾌﾟｼｮﾝ画像

1 1 0..1

元ﾃﾞｰﾀ

1..*
ｽｸﾘﾌﾟﾄ

1
など自在な応用

図7 知見データの構成案（UML表記）



知見情報 スクリーンショット

登録ページ 表示ページ録



絞込み検索

全Variable 結果１ 結果２ 結果３全Variable
問
合
せ
条

問
合
せ
条

問
合
せ
条

結果１ 結果２ 結果３

条
件
１

条
件
２

条
件
３

各属性の値を
グルーピング

各属性の値を
グルーピング

各属性の値を
グルーピンググル ピング グル ピング グル ング

• 絞り込みヒストリー表示＆再利用
• 分かりやすく 使いやすい結果の表示• 分かりやすく、使いやすい結果の表示



絞り込み検索 スクリーンショット



WebサービスAPI &ワークフローWebサ ビスAPI & ワ クフロ

WebサービスAPI 
• 解析・描画用API (検索用APIは未実装)

WSDL
ブ ウザ きる とは もブラウザでできることはＡＰＩでも

•サイト間連携の為の窓口
• スクリプトベースでの処理が可能• スクリプトベ スでの処理が可能

繰り返し処理
ブラウザではできないことも

複数の処理を組み合わせたワークフロー
の組み合わせ• APIの組み合わせ
Gfdnavi以外のAPIも利用できる

• GUIによるフローの作成• GUIによるフロ の作成



ワークフロー試験実装

あるデータを
数学・統計処理

別のデータを
数学・統計処理

利用中のWebサービス
（ローカル：現在のGfdnavi
自身がもつWebサービス）

２つのデータを
入力にして可視化

上の l別のWebサービス
を使うための追加窓

上のAnalysis
メソッドへの入力



P2Pによるクロスサイト検索

Key Value
Variable 結果

問
合

DHTでメタデータを共有

検索結果に関する情報検索
条件

合
せ
条
件
１

各属性の
属性値を

１

…. …. 属性値を
グルーピング

検索項目＋代表値
表示用データ（検索結果を元に生成）

検索項目＋代表値

search_kw：name,value
search space：lb lon lb lat

•ノードID
•問合せの上位10件

search_space：lb_lon,lb_lat,
rt_lon,rt_lat

search_time:start,end
search path:path

•結果に含まれるkeyword_attributeの
属性名上位５つとその属性名を持つ
variableの数search_path:path variableの数

•各属性名における属性値上位3つ



公開範囲の制御

GS2 user A

グループG2リソースR2はグループG2だけに公開
リソースR3はグループG3だけに公開
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リソースR2はグループG2だけに公開
リソースR3はグループG3だけに公開

GS2
般 開する

user A

グループ G2リソースR3はグループG3だけに公開
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user B
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より柔軟なアクセスコントロール管理より柔軟なアクセスコントロ ル管理

すべてのノード（ディレクトリ・データ・知見情報）に
• 読み込み・書き込み 用の権限グループを指定する読み込み 書き込み 用 権限グル を指定する
• それぞれ複数のグループを指定できる

アクセスの可否を柔軟に設定できるアクセスの可否を柔軟に設定できる



Gfdnaviの現状Gfdnaviの現状

バ ジ• バージョン0.2のリリース

– http://www.gfd‐dennou.org/arch/davis/gfdnavi/p // g g/ / /g /

衛星降雨観測プ ジ クト• 衛星降雨観測プロジェクト(JAXA/NICT/大学共同)
データ公開サーバーに採用

– http://www.gsmap.aero.osakafu‐u.ac.jp/gfdnavi/



将来構想将来構想

知見情報高度利用• 知見情報高度利用

– 簡単な情報発信・まとめページの作成

• サイト間相互利用

検索から解析 描画までデ タの所在を気にせずに– 検索から解析・描画までデータの所在を気にせずに

• ３Ｄ図描画機能

– サーバーサイド描画＋非同期通信 or クライアント
サイド描画サイド描画

– GPGPU利用できるか？


